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議会事務局 

 

第１ 監査の概要 

 １ 監査の種類 定期監査及び行政監査 

 ２ 監査対象  議会事務局 

 ３ 事前調査期間 平成２１年７月 ８日 

 ４ 監査期間  平成２１年８月１９日 

 ５ 監査対象年度 平成２０年度 

 ６ 監査対象事項 財務事務等 

 ７ 監査方法  財務事務等が法令等に基づき適正かつ効率的に行われているかなどに重点

をおいて、関係帳簿・書類の抽出調査、実査及び監査調書に基づく質問によ

り行った。 

 

第２ 監査対象の概要 

議会事務局１課の主な業務内容及び職員数（平成２１年７月１日現在）は次のとおりである。 

 

【議事課】 

議会費の予算・決算・経理、議員の報酬・費用弁償・諸給与、政務調査費、議員共済会、議会・

協議会、委員会・公聴会、議事日程・諸般の報告、発言通告、各種調査・資料の収集、法令・議

案その他事案の調査研究、議員提出議案、議会報、市議会モニター、市議会ホームページ、議会

中継、その他広報広聴に関する業務等を所掌する。 

（職員１５名、再任用職員１名） 

 

第３ 監査結果 

財務に関する事務の執行及び事務事業の執行並びに行政監査として時間外勤務の状況、原課契約

工事の執行状況、効率性改善への取組状況、各種委員会等の活動状況、負担金の執行状況及び業務

棚卸表の妥当性について監査の結果、次の指摘事項及び所見のとおり、注意、検討又は改善を要す

るものなどが見受けられた。今後の事務執行にあたっては、これらに十分留意するとともに、改善

を要するものについてはその措置を講じるよう要望する。 

なお、改善の措置を講じたときは、遅滞なく通知されたい。 

 

 １ 指摘事項 

（１）備品管理について 

備品出納簿に関して、保管転換手続きが完了していないものが見受けられたので注意すること。 

                                        【注意事項】 

 

 ２ 所  見 

（１）業務棚卸表の指標について 

   業務棚卸表の成果・活動指標が表記されていないが、業務評価を行うためには、何らかの目標
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とそれに対する成果の把握が必要である。議会のサポートが主たる業務であるため目標の設定が

難しいことは理解できるものの、目標達成のための手段として具体的な取組項目を再度洗い出し、

業務棚卸表全体についてできる限り数値目標の設定ができるよう検討すること。  【検討事項】 

（２）時間外勤務の縮減について 

   時間外勤務について、課全体の平均時間数はかなり減っており削減努力はみられるものの、一

部に３６０時間を超える職員がいることから、事務分担の適正化・平準化を図り、職員の健康管

理の面から一層の時間外勤務の縮減に努めること。             【努力要望事項】 

（３）議会の政策形成機能充実のためのサポートについて 

   議会は、市の意思決定を行う議事機関及び執行機関の監視を行う監視機関の機能を担っている

が、地方分権の推進に伴い、議会の政策立案・発議の機能がより強く求められる時代になってき

ている。従来にも増して、議会事務局は議員の力を最大限に発揮させるため、議会運営だけでな

く様々な調査・研究活動に対するサポートを行うことが求められている。事務局職員の議会事務

への対応及び研修体制について、さらなる充実を図るよう要望する。     【努力要望事項】 

（４）議会図書室について 

   議会図書室は、議員の調査研究に資するため地方自治法に基づき設置が義務づけられているが、

利用しやすい図書室としての機能が十分に備わっているとは言い難い状況である。事務局からは

議員ラウンジに機能の一部を持たせているとの説明があったが、本来、図書室とオープンスペー

スとしてのラウンジとでは求められる機能に違いがあることから、地方自治法の趣旨を踏まえて、

その機能を十分に発揮できるよう整備・充実に努めること。         【努力要望事項】 

（５）予算編成について 

議会運営費等の予算執行において、当初予算額と決算額に大きな差異が見受けられた。議会費

については万一不足等が生じた場合、流用等の措置が取りづらい状況は理解できるものの、予算

の編成にあたっては綿密な事業計画に基づく十分な精査を経て行い、計画的かつ効率的な予算執

行の確保に努めること。                         【努力要望事項】 

（６）弁護士報酬について 

   顧問弁護士に対して年間３０万円の弁護士報酬を支出しているが、相談件数等の実績を勘案し

た上で見直しを行い、より適切な契約について検討すること。          【検討事項】 

（７）物品の管理について 

   政務調査費を用いて購入する備品については、その適正な管理のため各会派がリスト化を行っ

ているところであるが、取得価格が２万円未満のため備品とはならないデジタルカメラやＩＣレ

コーダーといった物品についても、適正な管理を行うよう指導に努めること。 【努力要望事項】 

（８）ゴルフ会員権について 

会員権については、年会費のみを支払う状況が続いているため、処理方法について検討するよ

う要望する。                              【努力要望事項】 


